
善
養
寺
便
り
第
六
号

平
成
二
十
七
年
七
月
号

発
行

善
養
寺

ٷ
␫
੸
ે
೻
ফ
২
บ
ઇ
എ
য
ভ
੕
ভ
॑
ી
इ
थ
␬

ఒ
ു
஁
บ
ઇ
എ
য
ভ
ভ
শ

ඁ
ম
ဘ
৕

新
緑
が
目
に
鮮
や
か
な
好
季
節
な
ど
と
言
葉
に
出
し
て
い
た
五
月

二
十
六
日
は
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
一
日
で
、
仏
婦
総
会
並
び

に
第
一
回
仏
教
講
演
会
を
開
催
の
際
に
は
、
大
勢
の
方
々
の
ご
参
加

を
頂
き
、
皆
さ
ま
方
に
お
会
い
で
き
ま
し
た
こ
と
嬉
し
く
又
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ゲ
ス
ト
の
藤
野
ひ
ろ
子
さ
ん
の
お
声
の
す
ば
ら
し
か
っ
た
事
。
最

後
に
全
員
が
立
ち
上
が
り
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
の
歌
に
リ
ズ
ム
を
取
り

な
が
ら
本
堂
全
体
に
皆
の
歌
声
の
響
き
渡
っ
た
こ
と
等
本
当
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
私
は
午
後
か
ら
の
谷
川
先
生
の
御
法
話
の
お

聴
聞
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
坊
守
さ
ん
が
テ
ー
プ
に
入
れ
て

下
さ
っ
た
と
か
で
、
又
聞
か
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

あ
る
人
の
好
き
な
言
葉
、
そ
し
て
私
も
好
き
な
言
葉

『
寄
り
添
う
心

耳
を
傾
け
る
心

ゆ
る
す
心

人
を
思
い
や
る
心

そ
し
て

ぬ
く
も
り
の
あ
る
人
と
人
の
つ
な
が
り
』

私
は
独
り
暮
ら
し
に
な
り
十
八
年
半
が
経
ち
ま

し
た
。
毎
朝
、
お
勤
め
が
済
め
ば
一
人
食
事
を
す

る
。
こ
れ
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。
み
教
え
を
聞
き
、
念
仏

を
申
す
道
が
あ
る
と
知
る
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
い
つ
も
如
来
様
が
側

に
い
て
下
さ
る
の
で
独
り
ぐ
ら
し
で
あ
る
け
れ
ど
、
今
は
淋
し
い
と

は
思
い
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
先
日
は
総
会
開
催
に
当
た
り
、
ご
住
職
は
じ
め
お
寺
の

皆
さ
ま
方
に
は
色
々
と
お
力
添
え
を
頂
き
、
又
地
区
役
員
さ
ん
の
御

協
力
と
四
役
の
皆
さ
ま
に
は
諸
所
の
下
準
備
に
ご
尽
力
く
だ
さ
り
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
六
月
七
日
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七
月
の
こ
と
ば

「
他
力
は
退
却
で
は
な
い

進
む
力
を
与
え
て
く
だ
さ
る
の
だ
。
」

(

坂
木
恵
定
）

二
〇
十
五
年
も
早
く
も
半
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
五
月
は
暑
く
、
六
月
上
旬
は
寒
く

て
、
中
旬
以
降
は
一
気
に
真
夏
の
よ
う
な
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。

さ
て
、
か
つ
て
は
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
等
で
「
他
力
本
願
」
と
い

う
語
が
よ
く
見
出
し
に
載
っ
て
ま
し
た
。
勝
因
が
相
手
チ
ー
ム

の
ミ
ス
な
ど
の
場
合
で
し
ょ
う
か
。
と
も
か
く
「
他
力
本
願
」

は
一
般
に
は
あ
ま
り
よ
い
意
味
で
使
わ
れ
ま
せ
ん
。「
新
明
解
国

語
辞
典
」
に
は
「
誤
っ
て
、
だ
れ
か
が
が
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
、
自
分
は
何
も
や
ら
な
い
意
に
用
い
ら
れ
る
。
」
と
あ

り
ま
す
。
他
力
と
は
誰
の
力
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
阿
弥
陀
様

つ
ま
り
お
念
仏
の
力
で
す
。「
与
え
て
く
だ
さ
る
」
の
は
阿
弥
陀

様
が
「
与
え
て
く
だ
さ
る
」
の
で
す
が
、
こ
の
力
は
言
い
方
を

か
え
れ
ば
、
私
た
ち
に
向
か
っ
て
、
安
心
せ
よ
、
任
せ
よ
と
呼

び
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
現
実
の

生
活
の
中
で
、
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
で
阿
弥
陀
様
か
ら
「
進

む
力
」
を
た
ま
わ
る
の
で
す
。

「
進
む
力
」
と
は
一
見
「
自
力
的
」
な
言
葉
で
す
。
し
か
し

「
あ
り
の
ま
ま
の
私
を
お
救
い
く
だ
さ
る
」
と
い
う
阿
弥
陀
様

の
お
誓
い
こ
そ
、
現
世
に
生
き
る
私
た
ち
に
明
日
へ
の
生
き
る

力
、
進
む
力
と
な
る
は
ず
な
の
で
す
。

ٷ
੸
ે
೻
ফ
২
บ
ઇ
എ
য
ভ
੕
ভ
ధ
ल
प

ਸ਼
঳
৚
บ
ઇ
൥
౰
ভ

五
月
二
十
六
日
、
平
成
二
十
七
年
度
善
養
寺
仏
教
婦
人
会
総

会
並
び
に
今
年
度
第
一
回
仏
教
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
多
く

の
仏
教
婦
人
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
参
り
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
の
姫
路
出
身
の
歌
手
藤
野
ひ

ろ
子
さ
ん
に
は
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
と
共
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
の
第
一
回
仏
教
婦
人

会
仏
教
講
演
会
は
お
な
じ
み
の
谷
川
先
生
で
ま
た
楽
し
く
し
た
。

善
養
寺
仏
教
婦
人
会
は
今
年
で
創
立
三
十
七
年
目
を
迎
え
ま

す
。
善
養
寺
に
と
り
ま
し
て
仏
教
婦
人
会
は
、
当
山
の
布
教
伝

道
の
根
幹
を
な
す
最
も
大
切
な
会
で
す
。
主
な
活
動
は
、
総
会

と
講
演
会
の
実
施
で
す
が
、
当
山
の
各
法
要
に
お
き
ま
し
て
も

婦
人
会
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
善
養
寺
が
寺
院
と

し
て
の
活
動
が
で
き
る
の
で
す
。

ど
う
か
今

後
も
、
善
養

寺
門
信
徒
の

す
べ
て
の
皆

さ
ま
に
、
善

養
寺
仏
教
婦

人
会
へ
の
ご

理
解
と
御
協

力
を
い
た
だ

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

←
総
会
ゲ
ス

ト
の

藤
野
ひ
ろ
子

さ
ん
で
す
。



総
会
の
お
昼
は
お
弁
当

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
人
数
な
が
ら
、
仏
婦

コ
ー
ラ
ス
も
頑
張
っ
て

ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
善
養
寺
仏
教
婦
人
会
役
員
（
敬
称
略
）

会

長

龍
本
澄
子

副
会
長

河
野
久
美
子

坪
田
千
津
留

坪
田
久
子

（
山
下
）

会
計

中
橋
英
子

監
査

坪
田
幸
子

松
岡
三
千
代

備
品
管
理

坂
口
栄
子

〔
各
町
役
員
〕

・
旧
中
ノ
町
（
北
）
中
橋
英
子

同
（
南
）
小
野
は
つ
ね

樋
原
幸
子

・
旧
東
ノ
町
（
北
）
土
井
温
美

同
（
南
）
松
岡
三
千
代

・
御
茶
屋
町

田
中
千
代
野

・
富
士
才
町

井
上
り
つ
子

・
東
光
寺
町

坪
田
敦
子

田
中
由
美

・
新
在
家

田
中
孝
子

・
西
八
代

安
倍
史
子

・
南
八
代

三
浦
禮
子

青
田
佐
知
子

・
下
野
田

三
木
初
美

三
木
晶
子

・
山

下

坪
田
久
子

坪
田
美
幸

山
下
和
子

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

姫
路
中
組
よ
り
お
知
ら
せ

な

か

そ

１

「
連
研
」
が
十
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

受
講
者
募
集
！

「
連
続
研
修
会
」
通
称
「
連
研
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

第
一
回
目
は
今
年
の
十
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
六
時
か
ら
。

連
研
と
は
、
仏
教
と
浄
土
真
宗
の
教
え
と
と
も
に
、
作
法
や
仏
壇

の
お
荘
厳
の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
研
修
会
で
す
。
全
部
で
十
二
回
、
毎

回
中
組
の
各
寺
院
が
会
場
と
な
り
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て
研
修
会
が

開
か
れ
ま
す
。

善
養
寺
の
門
信
徒
の
方
も
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
仏
教
と
真
宗
を
学
び
、
益
々

豊
か
な
お
念
仏
の
お
暮
ら
し
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

詳
細
は
後
日
案
内
し
ま
す
の
で
、
是
非
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２

八
月
二
十
一
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り

善
養
寺
に
て
「
姫
路
中
組
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
」
開
会

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
と
は
、
お
子
様
に
お
寺
に
お
参
り
し
て
い
た
だ
き
、

お
勤
め
の
他
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
、
仏
さ
ま
の
ご
縁
に
遇
う
催
し
で

す
。
今
年
は
善
養
寺
が
会
場
で
す
の
で
、
善
養
寺
の
門
信
徒
の
ご
子

弟
に
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

夏
休
み
の
思
い
出
の
一
つ
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
詳
細
は
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆

過
去
帳
に
見
る
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ブ
・
善
養
寺
④

１
回
お
休
み
し
ま
し
た
が
前
回
か
ら
の
続
き
で
す
。
時
代
は
明
治
時
代

に
入
り
ま
し
た
。

十
三
世
住
職

勧
善
院
釋
諦
願
法
師
（
天
保
十
一
年

一
八
三
六
年
没
）

坊
守

ナ
ミ
（
太
市
出
身
）

余
間
に
第

代
本
山
御
門
主
本
如
様
ご
絵
像
を
安
置

19

天
保
五
年
か
ら
七
年
に
わ
た
り
、
内
陣
修
理

十
四
世

要
善
院
釋
了
願
法
師
（
明
治
三
十
年

一
八
九
七
年
没
）

坊
守

○
野
？
（
菅
生
澗
出
身
）

余
間

嘉
永
二
年
と
慶
応
三
年

寄
進
に
よ
り
新
調

本
堂
屋
根
替

慶
応
二
年

御
本
尊
修
復

明
治
七
年

明
治
二
二
年
四
月
よ
り
庫
裏
屋
根
替

明
治
二
七
年
内
陣
御
障
子
に
金
箔
張
り

明
治
二
四
年
境
内
を
広
げ
土
塀
を
築
く

尚
、
こ
れ
ら
は
八
代
村
、
揖
保
郡
山
下
、
杉
ノ
内

等
の
寄
付
に
よ
る
と
い
う
旨
の
記
述
あ
り

(

続
き
は
次
回
へ
）

検
索

善
養
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ＵＲＬアドレス

http://zenyouji-himeji.jp/

姫路 善養寺


